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神奈川県温泉地学研究所観測だより，第 75号，2025．

■　はじめに

神奈川県内には、大小さまざまな

温泉場があります。今回は、県北西

部（足柄上郡山北町中川）に位置す

る『中川温泉』について紹介します

（地図１）。

中川温泉は雄大な自然が残る西丹

沢の山に囲まれた温泉地で、周辺に

はアウトドアを楽しめる多くの魅力

的な場所があります。例えば、神

奈川県立西丹沢ビジターセンター

は、檜洞丸（ひのきぼらまる、標

高 1601 m）や畦ヶ丸（あぜがまる、

標高 1292 m）など西丹沢の山々へ

地図１　神奈川県内における中川温泉の位置

地図は Google maps を使用しました。

ワクワク　中川温泉
外山浩太郎

（神奈川県温泉地学研究所）

の登山を行う際の拠点となる施設

で、室内には展示コーナーなどもあ

ります（写真１）。また、中川温泉

の中心から南へ約 2 km のところに、

1978（昭和 53）年の三保ダム建設

に伴う人造湖である丹沢湖があり、

その湖畔には丹沢湖誕生の歴史を学

べる丹沢湖記念館があります（写真

２）。これらの他にも、キャンプ場（写

真３）や道の駅山北（写真４）など

があります。

中川温泉で湧出している温泉は

「非火山性温泉」に分類され、その

泉質は、アルカリ性単純温泉です。

温泉は、温泉旅館や日帰り温泉施設

で利用されています（旅館の例：写

真５）。

■　中川温泉の変遷

中川温泉は、今から 500 年ほど

前に武田信玄が小田原の北条氏康を

攻めた帰路に、傷兵をこの湯で治

療したとの伝承から「信玄の隠し

湯」とも言われています（大木ほか、

1983）。当時は横穴湧泉が利用され

ていましたが、その後、1929（昭

和 4）年頃に掘り抜き井戸による自

噴泉が掘削されました。
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写真１　神奈川県立西丹沢ビジターセンター
館内には季節の自然や登山に関する展示があるほか、地域の自然や登山技術
をテーマとしたイベントなども開催されています。

写真２　丹沢湖（左）とその湖畔にある丹沢湖記念館（右）

1960（昭和 35）年頃には上記の

源泉と近接した所に 1 源泉が掘削

され動力による揚湯が行われまし

た。1963（昭和 38）年には、神奈

川県温泉研究所（現：神奈川県温泉

地学研究所）が、中川温泉の熱源の

規模を知るために深度 50 m のテス

トボーリングを行いました（大木

ほか、1964）。その後、1964（昭

和 39 ）年に新規掘削の許可を得た

地元の方が、深度 320 m で大量の

温泉を自噴させることに成功して

以降、1965（昭和 40）年～ 1967

（昭和 42） 年の間にさらに４源泉が

掘削されました（温泉地学研究所、

1992）。一方で、源泉が密集してい

たこともあり、1960（昭和 35）年

頃より揚湯量の減少など源泉相互の

影響が認められるようになっていま

した（荻野ほか、1967）。

持続可能な温泉利用を検討する

ための基礎資料を得る目的で、神

奈川県温泉研究所は 1965（昭和

40）年に現地調査を行い、その結果、

中川温泉の地熱活動の範囲は狭く    

（1 km × 500 m 程度）、その範囲

にあるどの源泉から揚湯しても源泉

が相互に影響することが明らかにな

りました（大木ほか、1967、荻野

ほか、1967）。このことから、神奈

川県では県温泉保護対策要綱（1967

（昭和 42） 年 9 月 1 日）において、

中川温泉の大部分を温泉保護地域ま

たは準保護地域に指定して、温泉保

護地域では新規の温泉掘削は認めな

い等の制限を設けました。

■　中川温泉の現状

2023（令和 5）年 3 月時点にお

いて、温泉旅館などで利用されてい

る源泉数は 5 源泉です。これらの

源泉の掘削深度は 116 ～ 500 m で、

自噴が 3 源泉、動力揚湯が 2 源泉

です。総揚湯量（自噴を含む）は、

約 260 L/min です。

■　温泉の特徴や主な泉質

中川温泉にある源泉の主な泉質は

アルカリ性単純温泉であり、分析結

果の例を表 1 に示します。温泉の

特徴として、pH が 9 ～ 10 の高い

アルカリ性を示し、溶存成分量は少

ないものの、カルシウムイオンと硫

酸イオンが主体であることが挙げら

れます。また、湧出時の温泉水の温

度は約 30℃です。

■　適応症（効能）と禁忌症

アルカリ性単純温泉は、刺激が少

ないマイルドな温泉と言われていま

す。入浴した場合の適応症として

は、筋肉、関節の慢性的な痛み（関

節リウマチ、変形性関節症、腰痛症、

神経痛、五十肩、打撲、捻挫など）、

冷え性、軽症の高血圧、軽い喘息、痔、

睡眠障害、うつ状態、疲労回復、健

康増進、自律神経不安定症、不眠症

などが挙げられます。

アルカリ性単純温泉に特有の禁忌

症はなく、ここでは全ての温泉に共

通する禁忌症を紹介します。病気の

活動期（特に熱のある場合）、進行
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写真３　キャンプ場の一例

表１　当該地域の温泉の分析値　過去に温泉地学研究所で発行した温泉分析書の中から例として３源泉を示します。こ
こでの分析方法は、環境省自然環境局（2014）に従いました。

した悪性腫瘍など身体衰弱の著しい

場合、重い心臓、肺、腎臓の病気、

消化管出血、出血のあるときなどは

入浴を控えなければなりません。

■　温泉の成因

中川温泉で見られる、湧出時の温

度が年平均気温（約 15℃）よりも

高く、高アルカリ性（pH 9~10）を

示す温泉水はどのように形成される

のでしょうか。

丹沢山地は、主に約 1500 万年前

の海底火山の活動によって堆積した

火山噴出物や貫入したマグマが冷却

固化した深成岩体（石英閃緑岩や

トーナル岩など）から構成されてい

ます（小池、1997）。大木ほか（1967）

は、中川温泉で行われた温泉ボーリ

ングの温度データを解析し、地表か

ら地下へ浸透した水（地下水）は地

下深部からの熱伝導により熱を付加

され、地下の割れ目を通って上昇し

湧出していると考えました。さらに

彼らは、この熱源が地下の深成岩体写真４　道の駅「山北」
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写真５　旅館の一例

であると推測しましたが、詳細につ

いて今後さらなる調査が必要です。

中川温泉の温泉水の化学的特徴で

ある、高アルカリ性、主要成分（カ

ルシウムイオンと硫酸イオン）はど

のように形成されたのでしょう。高

アルカリ性の温泉水が形成される仕

組みについては、温泉水が流動する

間に地層中の灰長石との反応により

モンモリロナイトという粘土鉱物が

形成されますが、この反応で水中の

水素イオン（H+）が消費されるため

に pH が上昇し、高アルカリ性の特

徴を呈すると推定されています（大

木ほか、1983）。また、温泉水の主

要成分の起源としては、地層中の石

膏（カルシウムイオンと硫酸イオン

から構成されている鉱物）などの溶

解によるものと考えられています

（Muramatsu et al., 2011）。

■　アクセス

中川温泉へ車で向かう場合、東京

方面からは東名高速道路の「大井・

松田 IC」から、名古屋方面からは

東名高速道路の「御殿場 IC」から、

それぞれ 40 分ほどで到着します。

公共交通機関を利用する場合は、小

田急小田原線「新松田駅」や JR 御

殿場線「谷峨駅」からバスに乗り、

最寄りの停留所（「中川温泉入り口」

など）で下車してください。例え

ば、「新宿駅」から「新松田駅」ま

では小田急線で約70分、「新松田駅」

から「中川温泉入り口」まではバス

（富士急モビリティ）で約 50 分です。
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